
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ネーヴェ

ソロリティ

ロマネスク

ロマネスク

13

人形

0

煉獄

12
売った

切り傷

【私】の記憶【ネクロマンサー】

【私】の記憶【サヴァント】

闇

家族

【私】の記憶【ネクロマンサー】 【私】の【父】はネクロマンサーだった。 軍直属のネクロマンシー研究所の所長を務めていた。 軍の為に戦争の犠牲者の死体を次々と兵器に改造していった。 知らない、気付かないフリをしていたが、その時の【父】の顔は愉悦に満ちていた。

【私】の【父】はネクロマンサーだった。 　軍に所属する【彼】に命じられて特別なアンデッドを作っていた。 　それの研究の為に【父】は何でもやった。手段は選ばなかった。 　アンデッドの能力の底上げの為に素体を厳選した。 　優秀な能力を持つ者を大量に掻き集め、殺して次々とアンデッドにしていった。

あなたは物心がついた頃に両親と離れさせられ、ある施設に入れられた。 　わけも分からないまま刃物の使い方を教えられた。 　わけも分からないまま嘘をつく方法を教えられた。 　あなたは命令されるがままに人を殺し、誘拐し、騙して生きていた。 　確か、あの日も難民に扮してある街に潜入していた。 　街の襲撃の為に、自警団の戦力調査を命じられたのだ。 　真っ赤なバンダナをつけた自警団。 　そう、それはちょうど、今あなたの隣にいる誰かが腕に巻いているような……。

調査は順調だった。 　誰もあなたを疑っていないようで、思い通り以上に情報が集まった。 　何しろ、自警団自体があなたを保護してくれたのだ。 　着る物、食べる物、寝床。 　街にも自警団にも余裕が無いようなこの時勢なのに、彼らはあなたを手厚く迎えてくれた。 　特に、腕にバンダナを巻いた彼女は年齢が近いからか、口が悪いながらもあなたを気遣ってくれた。 　似合うだろうと可愛い服を渡された。 　部隊装備と潜入用の服以外を身に着けるのはいつ以来だったっけ？ 　大勢で食卓を囲むのも初めての経験だった。 　組織の粗末で毎日同じ食事をどれだけ食べ続けていたっけ？ 　どうでも良い事を話しながら皆と買出しにも出かけた。 　毒や人体急所、任務内容以外に自分は話せる話題があったっけ？ 　いつかは自分の手で壊さなければならないのに、 　すぐに終わってしまう一時の夢と分かりきっているはずなのに。 　ずっと続けば良いのにと、思ってしまった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うアクション１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

舞台上にいる姉妹全員、望む攻撃マニューバ1つを「ラピッド」で使用してよい

最大行動値+2

ターン終了まで、あなたを対象とするすべての攻撃判定の出目-1（全体攻撃では、あなたへの判定のみ-1）

支援1

対象の姉妹1体と互いに対話判定を行ってよい

最大行動値+1

肉弾攻撃1+転倒

支援2か妨害2

レベル3改造パーツ追加、修復可能

腕のみ、ダメージに対して常に「防御1」腕部にある白兵肉弾攻撃マニューバのダメージ+1

小さな手鏡
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